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■ 4.　感想 ― レポートを書いて
　二つの動機文を書いた。筆者の混沌とした問題意識をもやっとした思考のままこと
ばにした第一稿と，教室担当者としての問題意識を伝えようとした第二稿はどちらも
私の問題意識ではあるが，明確に説明できなかった。しかし，外言化されたことばの
本質に迫ろうとするコメント者の存在によって，意識は再び脳内を駆け巡り，さまざ
まに取り込まれたものに問い，最後に自分自身の問題意識が，関連した 2つの問い
であると一応の整理できたことがもっともうれしかった。ことばを伝えるために思考
を総動員する学習者である筆者にとって，コメント者は忍耐強く学習者の意識に寄り
添い，ことばを生み出すことをサポートするファシリテーターであったと思う。
　所属する機関で同じ教室を担当している対話者とは，日本語教育についてさまざま
に話しているが，「文化」という視点から教室活動について話すのははじめてだった。
対話では，共有している考え方を強化できたこともあるが，対話によってはじめて気
づいた認識の違いもある。教室の担当者は，各々が持っている教育学習観に反論した
り，受け入れたりしながら，共有するものを見つけていく過程で，担当者の日本語教
育に向き合う各々の「文化」を学んでいるといえるのだろう。そのような意味で，対
話者 Tさんの日本語教育に向き合う姿勢を深く理解できたように思う。
　動機文と動機内容をめぐる対話による相互作用は，対話する両者が何を発見してい
るかを相互に学び，問題解決するために協働的にかかわる関係を生み出すただ中に筆
者があることを自覚させた。この関係の力によって，自分の考えていることが揺さぶ
られ，より明確になり，さらに考え続けること，さらにことばにすることへと方向付
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けられた。その結果，学習者の「日本・日本人」に対する否定的な認識は異なる他者
への批判的，検証的アプローチの途上にある認識と捉えることができた。また，「学
びとは何か」という大きな問題意識から見ると，ことばの学習は人と人が出会い，相
互に影響を与え合い，人間の理解と成長につながる学びであると気づいたことが，こ
のレポートを書いて感じる成果である。
